
 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■第 4 回ワークショップの流れ 
 

第 4 回 2007 年 2 月 24 日（土）農業会館 3F  

～公園の設計を見て、みんなで公園の使い方を考えよう！～ 

今回の上松公園計画・設計についてのワークショップも、最終回となる第 4 回が参加者

総勢 18 名で行われました。今回はこれまでみんなで話し合ってきた上松公園のより具

体的な計画案が発表されました。公園完成後の利用を踏まえた設計についての意見や、

市と市民でどのように管理・運営をしながら公園を活用していこうかという率直な意見

が飛び交いました。 

 

【第 4 回ワークショップの目的】 

・設計を行うための計画案を発表します。計画案についてみんなで話し合いましょう！

・公園を使ってちょっと楽しい生活を実現するアイディアや公園の使い方、ルールづく

りなど、“管理・運営”についてみんなで話し合いましょう！ 

■ 上松公園の計画案、登場！！ 

より具体的になってきた計画案の提案が行わ

れました。 

○ゾーニング図（B 案） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ゾーニング図とイメージ写真 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○計画案（A 案） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ワークショップ全体の流れ 

○あいさつ 

○本日のスケジュール全

体説明 

○第 4 回・全体のまとめ 

○今後に向けて 

○第 3 回目の内容の振り

返りと公園の設計を行

うための計画案の発表 

○ ティ ータイ ムし なが

ら・・・管理・運営の

目標・イメージを膨ら

ませるための事例紹介 

○農業会館集合 

○受付 

■ 第１回 ワークショップ  １１／18（土）  

「公園づくりの目的と基本方向を共有しよう！」 

・余暇の過ごし方、まちや住環境、公園づくりについて

話し合い、班ごとにまとめて、発表しました。 

・公園づくりの基本方向を、みんなで共有しました。 

■ 第２回 ワークショップ  １2／9（土） 

「大まかな内容を示した計画案を考えよう！」 

・公園づくりの基本方向を踏まえて、上松公園のスライド

を見ながら現地を体感しました。 

・気づいたことを話し合いながら、どんな地域にしていき

たいか、どんな公園にしていきたいかについて考えてみ

ました。 

・これまでの内容を整理し、大まかな内容を示した計画案

を考えてみました。 

■ 第３回 ワークショップ  １／24（水） 

「大まかな内容を示した計画案の発表と設計プランに向

けて確認しよう！」 

・これまでの内容を整理し、大まかな内容を示した計画案

を発表しました。 

・公園の内容の確認をし、設計プランに向けての意見交換

をしました。

■ 第４回 ワークショップ  2／24（土）   

「公園の設計を見て、みんなで公園の使い方を考えよ

う！」 

・設計を行うための計画案を発表しました。計画案につ

いてみんなで話し合いました。 

・公園を使ってちょっと楽しい生活を実現するアイディ

アや公園の使い方、ルールづくりなど、“管理・運営”

についてみんなで話し合いました。

2007 年 4 月発行 

岸和田市建設部公園街路課 

公園担当 

（TEL：４２３－９５79） 

○ティータイムしながら、 

各班からのご意見 
○班ごとの話し合い 

 【公園の設計を行うための

計画案についてみんなで

話し合いましょう！】 

○班ごとの話し合い 

【公園の使い方、ルールづ

くり等“管理･運営”に

ついてみんなで話し合

いましょう！】



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■公園の設計を行うための計画案についてと公園の使い方、ルール作りなど、“管理・運営”について話し合いました！

3 班に分かれて、より具体的になってきた計画案に対する、実際の利用に基づいた設計についての話し合いをしました。また、公園を利用しながら管理・運営を行っている

事例紹介の後、上松公園では具体的にどのように管理・運営を行っていこうかという話し合いを全体で行いました。ここでは、みんなから出てきたアイディアを紹介します。 

・子供さんと交流したい 

・高齢者と子供(孫)が
一緒にたわむれる、活
動する 

・子供さんの声が聞こ
える公園 

・コンビニでお弁当を
買って公園で食べたい 

・岸和田港福田線は交
通量が多くなってき
ており、通過する方が
多い 

・情報が得られる施設 

・｢交流・活動拠点｣は
旧住民の動線が多い
東寄りがいい 

・自動車進入路が必要 

・管理を考えるとグラ
ウンドが多い方がいい 

・公園の外周に①距離
の分かるもの②起伏
と緩い曲線の園路が
あると変化があって
よい 

・滑り台の前に木はな
い方がよい 

・防災広場に 50 台く
らい入る駐車場が欲
しい 

・グラウンドゴルフ(8
コース)は芝でできる 

・周遊できる園路と休
憩できるベンチ 

A 班 

B 班 

C 班 

管理・運営 

・維持管理のことを考
えると造形物は少な
いほうがいい 

・お年寄が公園に行き
やすい道をつくり、地
元の方が来やすいよ
うにする 

・グラウンドゴルフの
できるグラウンドの
広さでいい 

・階段で降りていくの
は子供が転ぶと危な
いのでは？なだらか
な傾斜で近づけない
か 

・生き物とのふれあ
い。子供が入るとなる
と、きれいな水で管理
できるのか？ 

・せっかく水があるの
で、もっと水を活かし
たようにできないだ
ろうか 

・緑が多いのはよいけ
れど、犬のフンが多い
と安心して子供を遊
ばせられない 

・ペット立入禁止 
・犬のフンのゴミ箱設置 
・ペット散歩コースの設定 
・みんなでのルールづくり
(管理運営) 

・水路を管理しやすい
ようにフタをする。 
→水利との協議によ
り可能 

・温暖化など環境のこ
とを考えると芝生の
緑が大きい方もよい 

・芝生も３年すれば、
はげたり、水が流れた
りして、土の広場と変
わらなくなる 

・使用材料もコンクリ
ートでなく、木製(廃
材)を利用すれば安全
(水路) 

・水の流れを調整でき
る。(ﾊﾞﾙﾌﾞがある)しか
し、水門管理が出てく
る(ポンプアップなど) 

・階段も枕木を使うな
ど、子供の安全に配慮
した設計にすること
もできるだろう 

・水路で区切られるの
で、水路ギリギリまで
広場を広げてはどう
か 

・野球できる広場にも利
用できるように！ 
（段差をなくしておく）

・防災用の炊き出しと
かができる。 

・母親の公園デビュー

・施設のはりつき、 
 バランスが重要で

ある！ 

・食事できる施設は？

・“すみ”を捨てる場
所が要る 

・子供の遊び道具 
・スポーツ的 
・精神的 

両面の機能 

・町会ｺﾐｭﾆﾃｨが強く、
声を掛ければ人は集め
ることはできる 

・市役所からのボラン
ティアはあるのか？ 

・水路の管理は地元で
は難しい。(水利との関
係もあるので) 

・常盤校区全体が使え、
集まれる広さの部屋が
ある交流活動拠点施設
であってほしい 

・３町だけの公園では
なく、常盤校区で使う
ことも考えていただき
たい。←もっと多目的
に防災施設のことも考
えて(運営、使い方、拠
点施設) 

・新たな会を設けて
も、今日来られている
方が中心となる。既存
の組織を活用してい
く方がよい 

・常盤校区の中心にな
る公園なので、いい公
園にしていきたい 

・まちづくり委員会の
ようなものをここで
もできないか？委員
会方式など 

・地元は人が集まるとこ
ろの日常清掃管理程度 

・複数の町会が使う公
園なので、管理主体を
どうするのか？ 

・維持管理項目を地元
と市で整理が必要 

・今後設計ができた
ら、市→地元へ 
・WS は今回で一端終
わるが、管理について
今後も継続して地元
と話し合っていく 

・この広い公園を住民
だけで管理すること
はできない。市との調
整必要 

・大きな清掃、ｺﾞﾐ集
め回収は市でやって
いるところもある 

・どういうところを市
でやってもらわない
と困るか、地元と市で
話合っていかなけれ
ばならない 

・防災広場を考えると
多目的広場大 

・芝生の管理を考える
と多目的広場大。（年
間１４回くらい管理
が必要） 

・市としては、皆で管
理して使っていける
組織ができるといい
という気持ちがある 

・連合子供会がある。
学校関係も管理に参
加できるシステムが
あるといい 

＜検討必要項目＞ 
・拠点の位置 
・広場を多くとる(芝生

の管理の問題あり) 
・遊具の配置 
・管理・運営の話合い
・水路のあつかい 


